
ʬ小規模ʭ

→防除機が無いや、防除をしない農家が多いように見受けられ、品質に影響が出ている気がする。

今金の水稲防除用ヘリは部会持ちだそうである（委託業者が来てくれない、２台のうち１台は更新

対象）。畑作物の面積も少ないので、中途半端感がある。今後田畑輪換が必要となるのであれば、

畑作物の面積も増える？畑作物、水稲のどちらでも対応できる防除組織の検討。

→せたな区の横山一康氏が考えている構想。

 対象者：60代以上の高齢者。

 参考：R04ʷ一時フォルダʷ当麻高齢者事業団 格納。
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 作業を単純化、細分化することにより、対応できる作業が増える。

 直播栽培によるは種作業委託→管理作業（自家で管理）→収穫（堀上げ）

 （または、糖業会社からの播種機および収穫期のリース）機械リース

 （飼養頭数の増加に伴う牛舎建設費用削減と清掃・給餌作業の省力化）

 （労力を投入すべき牛と、そうではない牛の明確化）

・

 人手が必要な単純作業は取り組みやすい。



 酪農家→イアコーンサイレージによる濃厚飼料の自給率向上

 畑作農家→茎葉の土壌還元による緑肥効果

 

→成熟期頃に倒伏しやすいほ場について、ほ場マップを作成し、土壌断面調査や施肥改善を行う。

おそらく下層土に泥炭を抱えていたり、施肥コントロールが難しいと思われる。移植は疎植＋減肥

の組み合わせなど。今後直播が増えるとなると、倒伏させないで作るのは課題と思われる。

→規模拡大できるのは一部の後継者のいる農業者に限られると思われるため、新規参入などの受け

入れも必要。新規参入の場合は、経営が安定するまでの間は所得確保が必要だが、檜山北部管内に

は農業以外の産業が無い。農家民宿を行いながら、冬場も含めた所得確保を目指す（東京農業大学

の学生による事例調査論文あり）。

→修学旅行生の受け入れで見ると、全道的に受け入れ地域は減少しており、需要に対して供給がお

いついていない。また、修学旅行の場合は、旅行ルートの関係で札幌近郊が好まれる可能性があ

り、北海道新幹線も函館～札幌の間に位置する檜山は、地理的にも可能性があるかもしれない。

（⾧万部からのバス送迎が必要）

→海も近いので、漁家とも連携した体験学習も可能では（いくらの醤油漬けとか）。

（せたなは、日本海側よりも魚種が多いそうで、釣りの聖地と言われている。）

（八雲、⾧万部の農泊組織が、農＋水で連携した活動を行っている）

→蘭越町の(有)マルベリーで修学旅行生の農泊、農業体験プログラムを企画・運営している。登録

農家は農業体験を受け入れ、見返りに報酬を受け取っている。話を聞いてみてもよいのでは？

→今金だんしゃくのＧＩ取得で、馬鈴薯の産地としての知名度は向上。また、マルチ栽培は、道南

のみにある栽培方法で収穫時期も全道一早いと思われる。人を呼び込む仕掛けの一つとして検討し

てみてはどうか

→畑作物に、堆肥の還元が少ないのでは？と思われるが、景観緑肥を栽培し土作りを推進する。具

体的には、秋まき小麦後の「ひまわり栽培」など。基盤整備で地力が低下したほ場にも有効ではな

いかと思われる。面積が大きい農家なら休閑緑肥でも良いのでは。


